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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ線のそれぞれに接続された画素より前記データ線を介して所定の電流が流れるよ
うに制御する複数の電流シンク部と、
　前記所定の電流が流れる時、前記電流シンク部で生成される補償電圧を利用して階調電
圧の電圧値を再設定する複数の電圧生成部と、
　外部から供給されるデータのビット値に対応して前記階調電圧の中のいずれか一つの階
調電圧をデータ信号として選択する複数のデジタルアナログ変換器と、
　前記データ信号を前記データ線に供給するための複数のスイッチング部とを備え、
　前記電流シンク部のそれぞれは、水平期間の第1期間の間前記所定の電流の供給を受け
、
　前記所定の電流の電流値は、前記画素が最大輝度に発光される時流れる電流と同じに設
定され、
　前記電流シンク部のそれぞれは、前記所定の電流を前記補償電圧に変換する手段を備え
ることを特徴とするデータ駆動回路。
【請求項２】
　前記電流シンク部のそれぞれは、
　前記データ線に接続された画素から前記所定の電流の供給を受けることを特徴とする請
求項1に記載のデータ駆動回路。
【請求項３】
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　前記所定の電流を前記補償電圧に変換する手段は、
　前記所定の電流の供給を受けるための電流源と、
　前記データ線と前記電圧生成部との間に設置されて前記第1期間の間ターンオンされる
第1トランジスターと、
　前記データ線と前記電流源との間に設置されて前記第1期間の間ターンオンされる第2ト
ランジスターと、
　前記データ線に所定の電流が流れる時前記第1トランジスターに印加される前記補償電
圧を充電するためのキャパシタとを備え、
　前記第1トランジスターのゲート電極は、第2トランジスターのゲート電極に接続され、
　前記第2トランジスターのゲート電極は、第1トランジスターのゲート電極に接続され、
　前記キャパシタは、第1トランジスターの第1電極に接続されることを特徴とする請求項
2に記載のデータ駆動回路。
【請求項４】
　前記スイッチング部のそれぞれは、
　前記水平期間の中の前記第1期間以後の第2期間の間前記データ線とデジタルアナログ変
換器とを接続させることを特徴とする請求項2に記載のデータ駆動回路。
【請求項５】
　前記スイッチング部のそれぞれは、
　前記第2期間の間ターンオンされる少なくとも一つのトランジスターを備えることを特
徴とする請求項4に記載のデータ駆動回路。
【請求項６】
　前記スイッチング部のそれぞれは、
　2個のトランジスターを具備し、前記2個のトランジスターはトランスミッションゲート
形態に接続されることを特徴とする請求項5に記載のデータ駆動回路。
【請求項７】
　前記電圧生成部のそれぞれは、
　前記階調電圧を生成するために第1側端子と第2側端子との間に接続される複数の分圧抵
抗を備えることを特徴とする請求項1に記載のデータ駆動回路。
【請求項８】
　前記第1側端子は、
　基準電源の供給を受け、前記第2側端子は前記補償電圧の供給を受けることを特徴とす
る請求項7に記載のデータ駆動回路。
【請求項９】
　前記デジタルアナログ変換器と前記スイッチング部との間にそれぞれ設置される第1バ
ッファーと、
　前記電流シンク部と前記電圧生成部との間にそれぞれ設置される第2バッファーとを備
えることを特徴とする請求項1に記載のデータ駆動回路。
【請求項１０】
　順次サンプリングパルスを生成するためのシフトレジスターを含むシフトレジスター部
と;
　前記サンプリングパルスに応答して前記データの供給を受けるための複数のサンプリン
グラッチを含むサンプリングラッチ部と;
　前記サンプリングラッチに保存されたデータの供給を受け、自分に保存されたデータを
前記デジタルアナログ変換器に供給するためのホルディングラッチを含むホルディングラ
ッチ部とを備えることを特徴とする請求項1に記載のデータ駆動回路。
【請求項１１】
　前記ホルディングラッチ部に保存された前記データの電圧レベルを上昇させて前記デジ
タルアナログ変換器に供給するためのレベルシフタ部をさらに備えることを特徴とする請
求項10に記載のデータ駆動回路。
【請求項１２】
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　前記水平期間中の、第1期間以前の第0期間の間前記データ線に接続された画素にプリチ
ャージング電圧を供給するための少なくとも一つのプリチャージング部をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項2に記載のデータ駆動回路。
【請求項１３】
　データ線に接続された画素にプリチャージング電圧を供給するための少なくとも一つの
プリチャージング部と；
　前記画素から前記データ線を介して所定の電流の供給を受ける少なくとも一つの電流シ
ンク部と；
　前記所定の電流が流れる時、前記電流シンク部で生成される補償電圧を利用して階調電
圧の電圧値を再設定する少なくとも一つの電圧生成部と；
　外部から供給されるデータのビット値に対応して前記階調電圧の中のいずれか一つの階
調電圧をデータ信号として選択する少なくとも一つのデジタル-アナログ変換器と；
　前記データ信号を前記データ線に供給するための少なくとも一つのスイッチング部とを
備え、
　前記電流シンク部は、水平期間の第1期間の間前記所定の電流の供給を受け、
　前記所定の電流の電流値は、前記画素が最大輝度に発光される時流れる電流と同じに設
定され、
　前記電流シンク部のそれぞれは、前記所定の電流を前記補償電圧に変換する手段を備え
ることを特徴とするデータ駆動回路。
【請求項１４】
　前記プリチャージング部は、
　前記デジタル-アナログ変換器と前記スイッチング部との間に位置されることを特徴と
する請求項13に記載のデータ駆動回路。
【請求項１５】
　前記プリチャージング部は、
　プリチャージング電圧源と前記スイッチング部との間に設置されて各水平期間の第0期
間の間ターンオンされる第1トランジスターと；
　前記デジタル-アナログ変換器と前記スイッチング部との間に設置されて各水平期間の
第2期間の間ターンオンされる第2トランジスターとを備えることを特徴とする請求項14に
記載のデータ駆動回路。
【請求項１６】
　前記プリチャージング電圧源の電圧値は、
　前記画素に前記所定の電流が流れるように設定されることを特徴とする請求項15に記載
のデータ駆動回路。
【請求項１７】
　前記電流シンク部は、
　各水平期間で前記第0期間及び第2期間の間の第1期間の間前記所定の電流の供給を受け
ることを特徴とする請求項15に記載のデータ駆動回路。
【請求項１８】
　前記スイッチング部は、
　第0期間及び第2期間の間前記データ線と前記プリチャージング部とを接続させるための
少なくとも一つのトランジスターを備えることを特徴とする請求項15に記載のデータ駆動
回路。
【請求項１９】
　走査線、データ線及び発光制御線に接続されるように位置される複数の画素を含む画素
部と;
　前記走査線に走査信号を順次供給し、前記発光制御線に発光制御信号を順次供給するた
めの走査駆動部と;
　それぞれの水平期間の第1期間の間前記データ線に接続された画素から所定の電流を流
し、前記データ線を介してデータ駆動回路の電流シンク部に供給することによって、前記
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電流シンク部で発生する補償電圧を利用して階調電圧の電圧値を再設定し、前記再設定さ
れた階調電圧を利用してデータ信号を生成する少なくとも一つのデータ駆動回路とを備え
、
　前記所定の電流の電流値は、前記画素が最大輝度に発光される時流れる電流と同じに設
定され、
　前記電流シンク部のそれぞれは、前記所定の電流を前記補償電圧に変換する手段を備え
ることを特徴とする発光表示装置。
【請求項２０】
　前記画素のそれぞれは
　第1電源と；
　前記第1電源から所定の電流の供給を受ける発光素子と；
　前記データ線に接続されて現在の走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる第
1トランジスター及び第2トランジスターと；
　前記第1トランジスターの第2電極と基準電源との間に接続されて以前の走査線に走査信
号が供給される時ターンオンされる第3トランジスターと；
　前記発光素子に供給される電流量を制御するための第4トランジスターと；
　前記第4トランジスターのゲート電極と第2電極との間に接続されて前記以前の走査線に
走査信号が供給される時ターンオンされて第4トランジスターをダイオード形態で接続さ
せるための第5トランジスターとを備え、
　前記第2トランジスターの第2電極は、前記第4トランジスターの第2電極に接続されるこ
とを特徴とする請求項19に記載の発光表示装置。
【請求項２１】
　前記画素のそれぞれは、
　前記第1トランジスターの第2電極と前記第1電源との間に接続される第1キャパシタと；
　前記第1トランジスターの第2電極と前記第4トランジスターのゲート電極との間に接続
される第2キャパシタとを備えることを特徴とする請求項20に記載の発光表示装置。
【請求項２２】
　前記画素のそれぞれは、
　前記第4トランジスターのゲート電極と前記第1電源との間に接続される第1キャパシタ
と；
　前記第1トランジスターの第2電極と前記第4トランジスターのゲート電極との間に接続
される第2キャパシタとを備えることを特徴とする請求項20に記載の発光表示装置。
【請求項２３】
　前記第4トランジスターの第2電極と前記発光素子との間に接続されて前記発光制御信号
が供給される時ターンオフされ、その他の期間の間ターンオンされる第6トランジスター
をさらに備えることを特徴とする請求項20に記載の発光表示装置。
【請求項２４】
　前記データ駆動回路のそれぞれは、
　前記水平期間の第1期間の間前記画素から前記所定の電流の供給を受けるための複数の
電流シンク部と；
　前記所定の電流が流れる時生成される前記補償電圧を利用して前記階調電圧の電圧値を
再設定する複数の電圧生成部と；
　外部から供給されるデータのビット値に対応して前記階調電圧の中のいずれか一つの階
調電圧を前記データ信号として選択する複数のデジタルアナログ変換器と；
　前記水平期間の中の前記第1期間を除いた第2期間の間前記データ信号を前記データ線に
供給するための複数のスイッチング部とを備えることを特徴とする請求項20に記載の発光
表示装置。
【請求項２５】
　前記所定の電流を前記補償電圧に変換する手段は、
　前記所定の電流の供給を受けるための電流源と；
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　前記データ線と前記電圧生成部との間に設置されて前記第1期間の間ターンオンされる
第12トランジスターと；
　前記データ線と前記電流源との間に設置されて前記第1期間の間ターンオンされる第13
トランジスターと；
　前記データ線に所定の電流が流れる時前記第12トランジスターに印加される前記補償電
圧を充電するためのキャパシタとを備えることを特徴とする請求項24に記載の発光表示装
置。
【請求項２６】
　前記スイッチング部のそれぞれは、
　前記第2期間の間ターンオンされる少なくとも一つのトランジスターを備えることを特
徴とする請求項24に記載の発光表示装置。
【請求項２７】
　前記スイッチング部のそれぞれは、
　2個のトランジスターを具備し、前記2個のトランジスターはトランスミッションゲート
形態に接続されることを特徴とする請求項26に記載の発光表示装置。
【請求項２８】
　前記電圧生成部のそれぞれは、
　前記階調電圧を生成するために第1側端子と第2側端子との間に接続される複数の分圧抵
抗を備えることを特徴とする請求項24に記載の発光表示装置。
【請求項２９】
　前記第1側端子は、
　前記基準電源の供給を受け、前記第2側端子は前記補償電圧の供給を受けることを特徴
とする請求項28に記載の発光表示装置。
【請求項３０】
　前記デジタルアナログ変換器と前記スイッチング部との間にそれぞれ設置される第1バ
ッファーと；
　前記電流シンク部と前記電圧生成部との間にそれぞれ設置される第2バッファーとを備
えることを特徴とする請求項24に記載の発光表示装置。
【請求項３１】
　前記水平期間中の、第1期間以前の第0期間の間前記データ線に接続された画素にプリチ
ャージング電圧を供給するための少なくとも一つのプリチャージング部をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項24に記載の発光表示装置。
【請求項３２】
　(a)画素から前記画素のそれぞれに接続されたデータ線に所定の電流が流れ、前記デー
タ線を介してデータ駆動回路の電流シンク部に供給されるように制御する段階と；
　(b)前記所定の電流に対応される補償電圧が前記電流シンク部で生成される段階と；
　(c)前記補償電圧を利用して階調電圧の電圧値を再設定する段階と；
　(d)外部から供給されるデータのビット値に対応して前記階調電圧の中のいずれか一つ
の電圧を選択して前記データ線に供給する段階とを含み、
　前記電流シンク部は、水平期間の第1期間の間前記所定の電流の供給を受け、
　前記(a)段階では、前記データ駆動回路で前記画素が最大輝度で発光する時流れる電流
と同じ電流の供給を受け、
　前記電流シンク部のそれぞれは、前記所定の電流を前記補償電圧に変換する手段を備え
ることを特徴とする発光表示装置の駆動方法。
【請求項３３】
　前記(c)段階では、
　それぞれのチャンネルごとに位置される電圧生成部が前記階調電圧を再設定することを
特徴とする請求項32に記載の発光表示装置の駆動方法。
【請求項３４】
　前記(d)段階では、
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　前記それぞれのチャンネルごとに位置されるデジタル-アナログ変換器により前記デー
タに対応して自分に供給される前記階調電圧の中のいずれか一つを選択することを特徴と
する請求項33に記載の発光表示装置の駆動方法。
【請求項３５】
　前記補償電圧は、
　それぞれバッファーを経由して前記電圧生成部に供給されることを特徴とする請求項33
に記載の発光表示装置の駆動方法。
【請求項３６】
　前記データ線に供給される階調電圧は、
　バッファーを経由して供給されることを特徴とする請求項32に記載の発光表示装置の駆
動方法。
【請求項３７】
　走査信号によって選択された画素に所定のプリチャージング電圧を供給する段階と；
　前記プリチャージング電圧が供給された画素から前記画素に接続されたデータ線を介し
てデータ駆動回路の電流シンク部に所定の電流が供給される段階と；
　前記所定の電流が供給される時前記電流シンク部で生成される補償電圧を利用して階調
電圧の電圧値を再設定する段階と；
　外部から供給されるデータのビット値に対応して前記階調電圧の中のいずれか一つの階
調電圧をデータ信号として選択して前記画素に供給する段階とを含み、
　前記電流シンク部は、水平期間の第1期間の間前記所定の電流の供給を受け、
　前記所定の電流は、前記画素が最大輝度で発光する時流れる電流と同じ電流値に設定さ
れ、
　前記電流シンク部のそれぞれは、前記所定の電流を前記補償電圧に変換する手段を備え
ることを特徴とする発光表示装置の駆動方法。
【請求項３８】
　前記プリチャージング電圧の電圧値は、
　前記画素に所定の電流が流れるように設定されることを特徴とする請求項37に記載の発
光表示装置の駆動方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はデータ駆動回路とこれを利用した発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に
均一な輝度の映像を表示するようにしたデータ駆動回路とこれを利用した発光表示装置及
びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管Cathode Ray Tubeの短所である重さと嵩を減らすことができる各種平板
表示装置が開発されている。平板表示装置としては液晶表示装置(Liquid Crystal Displa
y)、電界放出表示装置(Field Emission Display)、プラズマ表示パネル(Plasma Display 
Panel)及び発光表示装置(Light Emitting Display)などがある。
【０００３】
　平板表示装置の中で発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生する発光素
子を利用して映像を表示する。このような、発光表示装置は早い応答速度を持つと共に、
同時に低い消費電力に駆動される長所がある。
【０００４】
　図1は従来の発光表示装置を表す図面である。
【０００５】
　図1を参照すれば、従来の発光表示装置は走査線S1ないしSn及びデータ線D1ないしDmと
接続された複数の画素40を含む画素部30と、走査線S1ないしSnを駆動するための走査駆動
部10と、データ線D1ないしDmを駆動するためのデータ駆動部20と、走査駆動部10及びデー
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タ駆動部20を制御するためのタイミング制御部50とを備える。
【０００６】
　タイミング制御部50は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号DC
S及び走査駆動制御信号SCSを生成する。タイミング制御部50で生成されたデータ駆動制御
信号DCSはデータ駆動部20に供給されて、走査駆動制御信号SCSは走査駆動部10に供給され
る。そして、タイミング制御部50は外部から供給されるデータをデータ駆動部20に供給す
る。
【０００７】
　走査駆動部10は、タイミング制御部50から走査駆動制御信号SCSの供給を受ける。走査
駆動制御信号SCSの供給を受けた走査駆動部10は走査信号を生成し、生成された走査信号
を走査線S1ないしSnに順次供給する。
【０００８】
　データ駆動部20は、タイミング制御部50からデータ駆動制御信号DCSの供給を受ける。
データ駆動制御信号DCSの供給を受けたデータ駆動部20はデータ信号を生成し、生成され
たデータ信号を走査信号と同期されるようにデータ線D1ないしDmに供給する。
【０００９】
　画素部30は、外部から第1電源ELVDD及び第2電源ELVSSの供給を受けてそれぞれの画素40
に供給する。第1電源ELVDD及び第2電源ELVSSの供給を受けた画素40のそれぞれはデータ信
号に対応して第1電源ELVDDから発光素子を経由して第2電源ELVSSに流れる電流を制御する
ことでデータ信号に対応される光を生成する。
【００１０】
　すなわち、従来の発光表示装置で画素40のそれぞれはデータ信号に対応されて所定輝度
の光を生成する。しかし、従来には画素40のそれぞれに含まれるトランジスターのしきい
値電圧のバラ付き及び電子移動度の偏差によって所望の輝度の映像を表示することができ
ない問題点がある。
【００１１】
　実際に、画素40のそれぞれに含まれるトランジスターのしきい値電圧は、画素40に含ま
れる画素回路の構造を制御することで、ある程度補償することができるが、電子移動度の
偏差は補償されることができない。よって、電子移動度の偏差と無関係に均一な画像を表
示することができる発光表示装置が要求されている。
【００１２】
　一方、前記従来のデータ駆動回路とこれを利用した発光表示装置及びその駆動方法に関
する技術を記載した文献としては、下記特許文献１等がある。
【特許文献１】米国特許第6,859,193号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって、本発明の目的は均一な輝度の映像を表示するようにしたデータ駆動回路と
これを利用した発光表示装置及びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記目的を果たすために、本発明の第1側面は、データ線のそれぞれより所定の電流が
流れるように制御する複数の電流シンク部と、前記所定の電流が流れる時生成される補償
電圧を利用して階調電圧の電圧値を再設定する複数の電圧生成部と、外部から供給される
データのビット値に対応して前記階調電圧の中のいずれか一つの階調電圧をデータ信号と
して選択する複数のデジタルアナログ変換器と、前記データ信号を前記データ線に供給す
るための複数のスイッチング部とを備えるデータ駆動回路を提供する。
【００１５】
　望ましくは、前記電流シンク部のそれぞれは前記データ線に接続された画素から前記所
定の電流の供給を受ける。前記電流シンク部のそれぞれは水平期間の一部期間の第1期間
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の間前記所定の電流の供給を受ける。前記所定の電流の電流値は前記画素が最大輝度に発
光される時流れる電流と同じに設定される。
【００１６】
　本発明の第2側面は、データ線に接続された画素にフリーチャージング電圧を供給する
ための少なくとも一つのフリーチャージング部と、前記画素から所定の電流の供給を受け
る少なくとも一つの電流シンク部と、前記所定の電流が流れる時生成される補償電圧を利
用して階調電圧の電圧値を再設定する少なくとも一つの電圧生成部と、外部から供給され
るデータのビット値に対応して前記階調電圧の中のいずれか一つの階調電圧をデータ信号
として選択する少なくとも一つのデジタル-アナログ変換器と、前記データ信号を前記デ
ータ線に供給するための少なくとも一つのスイッチング部とを備える。
【００１７】
　望ましくは、前記フリーチャージング部は前記デジタル-アナログ変換器と前記スイッ
チング部との間に位置される。
【００１８】
　本発明の第3側面は、(a)画素のそれぞれと接続されたデータ線に所定の電流が流れるよ
うに制御する段階と、(b)前記所定の電流に対応される補償電圧が生成される段階と、(c)
前記補償電圧を利用して階調電圧の電圧値を再設定する段階と、(d)外部から供給される
データのビット値に対応して前記階調電圧の中のいずれか一つの電圧を選択して前記デー
タ線に供給する段階とを含む。
【００１９】
　本発明の第4側面は、走査信号によって選択された画素に所定のフリーチャージング電
圧を供給する段階と、前記フリーチャージング電圧が供給された画素からデータ駆動回路
で所定の電流が供給される段階と、前記所定の電流が供給される時生成される補償電圧を
利用して階調電圧の電圧値を再設定する段階と、外部から供給されるデータのビット値に
対応して前記階調電圧の中のいずれか一つの階調電圧をデータ信号として選択して前記画
素に供給する段階とを含む。
【発明の効果】
【００２０】
　上述したように、本発明の実施形態によるデータ駆動回路とこれを利用した発光表示装
置及びその駆動方法によれば、画素から電流をシンクする時に発生する補償電圧を利用し
て電圧生成部で生成される階調電圧の電圧値を再設定し、再設定された階調電圧を電流が
シンクされた画素に供給するからトランジスターの移動度と無関係に均一な画像を表示す
ることができる。そして、本発明によれば、電流をシンクする前にフリーチャージング電
圧を、まず供給することで、電流をシンクする時間を短縮させることができ、これによっ
て安定的に駆動されることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施す
ることができる望ましい実施形態を添付された図2ないし図14を参照して詳しく説明する
。
【００２２】
　図2は本発明の実施形態による発光表示装置を表す図面である。図2を参照すれば、本発
明の実施形態による発光表示装置は走査線S1ないしSn、発光制御線E1ないしEn及びデータ
線D1ないしDmと接続される複数の画素140を含む画素部130と、走査線S1ないしSn及び発光
制御線E1ないしEnを駆動するための走査駆動部110と、データ線D1ないしDmを駆動するた
めのデータ駆動部120と、走査駆動部110及びデータ駆動部120を制御するためのタイミン
グ制御部150とを備える。
【００２３】
　画素部130は走査線S1ないしSn、発光制御線E1ないしEn及びデータ線D1ないしDmによっ
て区画された領域に形成される画素140を備える。画素140は外部から第1電源ELVDD、第2
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電源ELVSS及び基準電源Vrefの供給を受ける。基準電源Vrefの供給を受けた画素140のそれ
ぞれは基準電源Vrefと第1電源ELVDDとの差値を利用して第1電源ELVDDの電圧降下を補償す
る。そして、画素140のそれぞれはデータ信号に対応して第1電源ELVDDから発光素子(図示
せず)を経由して第2電源ELVSSに所定の電流を供給する。このため、画素140のそれぞれは
図3または図5のように構成することができる。図3または図5に図示された画素140の詳細
な構造は後述する。
【００２４】
　タイミング制御部150は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号D
CS及び走査駆動制御信号SCSを生成する。タイミング制御部150で生成されたデータ駆動制
御信号DCSはデータ駆動部120に供給され、走査駆動制御信号SCSは走査駆動部110に供給さ
れる。そして、タイミング制御部150は外部から供給されるデータをデータ駆動部120に供
給する。
【００２５】
　走査駆動部110は、走査駆動制御信号SCSの供給を受ける。走査駆動制御信号SCSの供給
を受けた走査駆動部110は走査線S1ないしSnに走査信号を順次供給する。そして、走査駆
動制御信号SCSの供給を受けた走査駆動部110は発光制御線E1ないしEnで発光制御信号を順
次供給する。ここで、発光制御信号は2個の走査信号と重畳されるように供給される。こ
のため、発光制御信号の幅は走査信号の幅と同じかまたは広く設定される。
【００２６】
　データ駆動部120は、タイミング制御部150からデータ駆動制御信号DCSの供給を受ける
。データ駆動制御信号DCSの供給を受けたデータ駆動部120はデータ信号を生成し、生成さ
れたデータ信号をデータ線D1ないしDmに供給する。ここで、データ駆動部120は1水平期間
1H中第1期間の間データ線D1ないしDmに所定の電流を供給し、1水平期間1H中第1期間以後
の第2期間の間データ線D1ないしDmに所定の電圧データ信号を供給する。このため、デー
タ駆動部120は少なくとも一つのデータ駆動回路200を備える。
【００２７】
　図3は、図2に図示された画素の一例を表す図面である。図3では説明の便宜性のために
第mデータ線Dm、第n-1及び第n走査線Sn-1、Sn及び第n発光制御線Enと接続された画素を図
示する。
【００２８】
　図3を参照すれば、本発明の画素140は発光素子OLED、発光素子OLEDに電流を供給するた
めの画素回路142を備える。
【００２９】
　発光素子OLEDは、画素回路142から供給される電流に対応して所定色の光を生成する。
画素回路142は第n-1走査線Sn-1（以前の走査線）に走査信号が供給される時第1電源ELVDD
の電圧降下と第4トランジスターM4のしきい値電圧を補償し、第n走査線Sn（現在の走査線
）に走査信号が供給される時データ信号に対応される電圧を充電する。このため、画素回
路142は第1ないし第6トランジスターM1ないしM6と、第1キャパシタC1及び第2キャパシタC
2とを備える。
【００３０】
　第1トランジスターM1の第1電極は、データ線Dmに接続されて第2電極は第1ノードN1に接
続される。そして、第1トランジスターM1のゲート電極は第n走査線Snに接続される。この
ような第1トランジスターM1は第n走査線Snに走査信号が供給される時ターンオンされてデ
ータ線Dmと第1ノードN1とを電気的に接続させる。
【００３１】
　第2トランジスターM2の第1電極は、データ線Dmに接続されて第2電極は第4トランジスタ
ーM4の第2電極に接続される。そして、第2トランジスターM2のゲート電極は第n走査線Sn
に接続される。このような第2トランジスターM2は第n走査線Snで走査信号が供給される時
ターンオンされてデータ線Dmと第4トランジスターM4の第2電極とを電気的に接続させる。
【００３２】
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　第3トランジスターM3の第1電極は、基準電源Vrefに接続されて第2電極は第1ノードN1に
接続される。そして、第3トランジスターM3のゲート電極は第n-1走査線Sn-1に接続される
。このような第3トランジスターM3は第n-1走査線Sn-1で走査信号が供給される時ターンオ
ンされて基準電源Vrefと第1ノードN1とを電気的に接続させる。
【００３３】
　第4トランジスターM4の第1電極は、第1電源ELVDDに接続されて第2電極は第6トランジス
ターM6の第1電極に接続される。そして、第4トランジスターM4のゲート電極は第2ノードN
2に接続される。このような第4トランジスターM4は第2ノードN2に印加される電圧、すな
わち、第1キャパシタC1及び第2キャパシタC2に充電された電圧に対応される電流を第6ト
ランジスターM6の第1電極に供給する。
【００３４】
　第5トランジスターM5の第2電極は、第2ノードN2に接続されて第1電極は第4トランジス
ターM4の第2電極に接続される。そして、第5トランジスターM5のゲート電極は第n-1走査
線Sn-1に接続される。このような第5トランジスターM5は第n-1走査線Sn-1に走査信号が供
給される時ターンオンされて第4トランジスターM4をダイオード形態で接続させる。
【００３５】
　第6トランジスターM6の第1電極は、第4トランジスターM4の第2電極に接続されて第2電
極は発光素子OLEDのアノード電極に接続される。そして、第6トランジスターM6のゲート
電極は第n発光制御線Enに接続される。このような第6トランジスターM6は第n発光制御線E
nに発光制御信号が供給される時ターンオフされて、発光制御信号が供給されない時ター
ンオンされる。ここで、第n発光制御線Enに供給される発光制御信号は第n-1走査線Sn-1及
び第n走査線Snに供給される走査信号と重畳されるように供給される。
【００３６】
　したがって、第6トランジスターM6は第n-1走査線Sn-1及び第n走査線Snで走査信号が供
給されて第1キャパシタC1及び第2キャパシタC2に所定の電圧が充電される時ターンオフさ
れ、その他の場合にターンオンされて第4トランジスターM4と発光素子OLEDとを電気的に
接続させる。一方、図3では説明の便宜性のためにトランジスターM1ないしM6をPMOSPMOS
タイプに図示したが、本発明はこれに限定されるのではない。
【００３７】
　そして、図3に図示された画素に基準電源Vrefは発光素子OLEDに電流を供給しない。す
なわち、基準電源Vrefは画素140で電流を供給しないから電圧降下が発生せず、これによ
って画素140の位置と無関係に同じ電圧値を維持することができる。ここで、基準電源Vre
fの電圧値は第1電源ELVDDと同じに設定されるか、相異なるように設定することができる
。
【００３８】
　図4は図3に図示された画素の駆動方法を表す波形図である。
【００３９】
　図4から1水平期間1Hは第1期間及び第2期間に分けて駆動される。第1期間の間データ線D
1ないしDmでは所定の電流PCが流れ、第2期間の間データ線D1ないしDmではデータ信号DSが
供給される。ここで、所定の電流PCは画素140からデータ駆動回路200にシンクされる電流
を意味する(Current Sink)。
【００４０】
　そして、データ信号DSはデータ駆動回路200から画素140に供給される所定の電圧を意味
する。以後、説明の便宜性のために基準電源Vrefと第1電源ELVDDの初期電圧値とが同じに
設定されると仮定する。
【００４１】
　図3及び図4を参照して動作過程を詳しく説明すれば、まず、第n-1走査線Sn-1に走査信
号が供給される。第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給されれば第3トランジスターM3及び第
5トランジスターM5がターンオンされる。第5トランジスターM5がターンオンされれば第4
トランジスターM4がダイオード形態で接続される。第4トランジスターM4がダイオード形
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態で接続されれば第2ノードN2には第1電源ELVDDに第4トランジスターM4のしきい値電圧を
差し引いた電圧値が印加される。
【００４２】
　そして、第3トランジスターM3がターンオンされれば基準電源Vrefの電圧が第1ノードN1
に印加される。この時、第2キャパシタC2は第1ノードN1と第2ノードN2との差に対応され
る電圧を充電する。この場合、基準電源Vrefと第1電源ELVDDとの電圧値が同じだと仮定す
れば第2キャパシタC2には第4トランジスターM4のしきい値電圧に対応される電圧が充電さ
れる。
【００４３】
　そして、第1電源ELVDDで所定の電圧降下が発生すると、第2キャパシタC2には第4トラン
ジスターM4のしきい値電圧及び第1電源ELVDDの電圧降下電圧が充電される。すなわち、本
発明では第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される期間の間第1電源ELVDDの電圧降下電圧
及び第4トランジスターM4のしきい値電圧が第2キャパシタC2に充電され、これによって第
1電源ELVDDの電圧降下を補償することができる。
【００４４】
　第2キャパシタC2に所定の電圧が充電された後、第n走査線Snに走査信号が供給される。
第n走査線Snに走査信号が供給されれば第1トランジスターM1及び第2トランジスターM2が
ターンオンされる。第2トランジスターM2がターンオンされれば、1水平期間の第1期間の
間所定の電流PCが画素140からデータ線Dmを経由してデータ駆動回路200に供給される。実
際に、所定の電流PCは第1電源ELVDD、第4トランジスターM4、第2トランジスターM2及びデ
ータ線Dmを経由してデータ駆動回路200に供給される。この時、第1キャパシタC1及び第2
キャパシタC2には所定の電流PCに対応して所定の電圧が充電される。
【００４５】
　一方、データ駆動回路200は所定の電流PCがシンクされる時に発生する所定の電圧値(以
後"補償電圧"という)を利用してガンマ電圧部(図示せず)の電圧を再調整し、再調整され
たガンマ電圧部の電圧を利用してデータ信号DSを生成する。以後、1水平期間の第2期間の
間データ信号DSが第1トランジスターM1を経由して第1ノードN1に供給される。
【００４６】
　すると、第1キャパシタC1にはデータ信号DSと第1電源ELVDD1との差値に対応する電圧が
充電される。この時、第2ノードN2はフローティング状態に設定されるから第2キャパシタ
C2は以前に充電された電圧を維持する。
【００４７】
　すなわち、本発明では以前の走査線に走査信号が供給される期間の間第2キャパシタC2
に第4トランジスターM4のしきい値電圧及び第1電源ELVDDの電圧降下に対応する電圧を充
電することで、第1電源ELVDDの電圧降下及び第4トランジスターM4のしきい値電圧を補償
することができる。そして、本発明では現在の走査線に走査信号が供給される期間の間画
素140に含まれたトランジスターの移動度などが補償されるようにガンマ電圧部の電圧を
再設定し、再設定されたガンマ電圧を利用して生成されたデータ信号を供給する。
【００４８】
　したがって、本発明ではトランジスターのしきい値電圧、移動度などのバラ付きを補償
して均一な画像を表示することができる。ガンマ電圧部の電圧が再設定される過程は後述
する。
【００４９】
　図5は図2に図示された画素の他の例を表す図面である。図5は第1キャパシタC1が第2ノ
ードN2と第1電源ELVDDとの間に設置されることを除き、図3と同じ構成に設定される。
【００５０】
　図4及び図5を参照して動作過程を詳しく説明すれば、まず、第n-1走査線Sn-1で走査信
号が供給される。第n-1走査線Sn-1で走査信号が供給されれば第3トランジスターM3及び第
5トレンジトM5がターンオンされる。第5トランジスターM5がターンオンされれば第4トラ
ンジスターM4がダイオード形態で接続される。
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【００５１】
　第4トランジスターM4がダイオード形態で接続されれば第2ノードN2には第1電源ELVDDに
第4トランジスターM4のしきい値電圧を差し引いた電圧値が印加される。すると、第1キャ
パシタC1には第4トランジスターM4のしきい値電圧に対応される電圧が充電される。
【００５２】
　そして、第3トランジスターM3がターンオンされれば基準電源Vrefの電圧が第1ノードN1
に印加される。すると、第2キャパシタC2は第1ノードN1と第2ノードN2の車に対応される
電圧が充電される。ここで、第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される期間の間第1トラン
ジスターM1及び第2トランジスターM2がターンオフされるからデータ信号DSは画素140に供
給されない。
【００５３】
　以後、第n走査線Snに走査信号が供給されて第1トランジスターM1及び第2トランジスタ
ーM2がターンオンされる。第2トランジスターM2がターンオンされれば、1水平期間の第1
期間の間所定の電流PCが画素140からデータ線Dmを経由してデータ駆動回路200に供給され
る。
【００５４】
　実際に、所定の電流PCは第1電源ELVDD、第4トランジスターM4、第2トランジスターM2及
びデータ線Dmを経由してデータ駆動回路200に供給される。この時、第1キャパシタC1及び
第2キャパシタC2には第1データ信号DS1に対応して所定の電圧が充電される。
【００５５】
　一方、データ駆動回路200は所定の電流PCに対応して印加される補償電圧を利用してガ
ンマ電圧部(図示せず)の電圧を再調整し、再調整されたガンマ電圧部の電圧を利用してデ
ータ信号DSを生成する。以後、1水平期間の第2期間の間データ信号DSが第1ノードN1に供
給される。すると、第1キャパシタC1及び第2キャパシタC2にはデータ信号DSに対応して所
定の電圧が充電される。
【００５６】
　実際に、データ信号DSが供給されれば第1ノードN1の電圧が基準電源Vrefからデータ信
号DSの電圧に下降される。この時、第2ノードN2がフローティングされているから第1ノー
ドN1の電圧下降量に対応されて第2ノードN2の電圧値も下降される。この場合、第2ノード
N2から下降される電圧値は、第1キャパシタC1及び第2キャパシタC2の容量によって決まる
。
【００５７】
　第2ノードN2の電圧が下降されれば、第1キャパシタC1には第2ノードN2の電圧値に対応
して所定の電圧が充電される。ここで、基準電源Vrefの電圧値は固定されているから第1
キャパシタC1に充電される電圧はデータ信号DSによって決まる。つまり、図5に図示され
た画素140は基準電源Vrefとデータ信号DSによってキャパシタC1、C2に充電される電圧値
が決まるから第1電源ELVDDの電圧降下に無関係に所望の電圧を充電することができる。
【００５８】
　そして、本発明では画素140に含まれたトランジスターの移動度などが補償されるよう
にガンマ電圧部の電圧を再設定し、再設定されたガンマ電圧を利用して生成されたデータ
信号を供給する。よって、本発明ではトランジスターのしきい値電圧、移動度などのバラ
付きを補償して均一な画像を表示することができる。
【００５９】
　図6は図2に図示されたデータ駆動回路の一例を表すブロック図である。図6では説明の
便宜性のためにデータ駆動回路200がj(jは2以上の自然数)個のチャンネルを持つと仮定す
る。
【００６０】
　図6を参照すれば、本発明の実施形態によるデータ駆動回路200は、シフトレジスター部
210、サンプリングラッチ部220、ホルディングラッチ部230、ガンマ電圧部240、デジタル
-アナログ変換部(以下、"DAC部"とする)250、第1バッファー部270、第2バッファー部260
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、電流供給部280及び選択部290を備える。
【００６１】
　シフトレジスター部210は、タイミング制御部150からソースシフトクロックSSC及びソ
ーススタートパルスSSPの供給を受ける。タイミング制御部150からソースシフトクロック
SSC及びソーススタートパルスSSPの供給を受けたシフトレジスター部210は、ソースシフ
トクロックSSCの1周期ごとにソーススタートパルスSSPをシフトさせながら順次j個のサン
プリング信号を生成する。このため、シフトレジスター部210はj個のシフトレジスター21
01ないし210jを備える。
【００６２】
　サンプリングラッチ部220は、シフトレジスター部210から順次供給されるサンプリング
信号に応答してデータを順次保存する。ここで、サンプリングラッチ部220はj個のデータ
を保存するためにj個のサンプリングラッチ2201ないし220jを備える。
【００６３】
　そして、それぞれのサンプリングラッチ2201ないし220jは、データのビット数に対応さ
れる大きさを持つ。例えば、データがkビットで構成される場合、サンプリングラッチ220
1ないし220iのそれぞれはkビットの大きさに設定される。
【００６４】
　ホルディングラッチ部230は、ソース出力イネーブルSOE信号が入力される時サンプリン
グラッチ部220からデータの入力を受けて保存する。そして、ホルディングラッチ部230は
ソース出力イネーブルSOEが入力される時、自分に保存されたデータをDAC部250に供給す
る。ここで、ホルディングラッチ部230はj個のデータを保存するためにj個のホルディン
グラッチ2301ないし230jを備える。
【００６５】
　そして、それぞれのホルディングラッチ2301ないし230jはデータのビット数に対応され
る大きさを持つ。例えば、ホルディングラッチ2301ないし230jのそれぞれはデータが保存
されるようにkビットに設定される。
【００６６】
　ガンマ電圧部240は、kビットのデータに対応して所定の階調電圧を生成するためのj個
の電圧生成部2401ないし240jを備える。それぞれの電圧生成部2401ないし240jは、図8に
図示されたように複数の分圧抵抗R1ないしRlで構成されて2k個の階調電圧を生成する。こ
こで、電圧生成部2401ないし240jのそれぞれは第2バッファー部260から供給される補償電
圧を利用して階調電圧の電圧値を再設定し、再設定された階調電圧をDAC2501ないし250j
に供給する。
【００６７】
　DAC部250は、データのビット値に対応してデータ信号DSを生成するj個のDAC2501ないし
250jを備える。DAC2501ないし250jのそれぞれはホルディングラッチ部230から供給される
データのビット値に対応して複数の階調電圧の中のいずれか一つを選択して第2データ信
号DS2を生成する。
【００６８】
　第1バッファー部270は、DAC部250から供給されるデータ信号DSを選択部290に供給する
。このため、第1バッファー部270はj個の第1バッファー2701ないし270jを備える。
【００６９】
　選択部290は、データ線D1ないしDjと第1バッファー2701ないし270jとの電気的連結を制
御する。実際に、選択部290は1水平期間の第2期間の間のみ、データ線D1ないしDjと第1バ
ッファー2701ないし270jとを電気的に接続させ、その外にはデータ線D1ないしDjと第1バ
ッファー2701ないし270jとを接続させない。このために、選択部290はj個のスイッチング
部2901ないし290jを備える。
【００７０】
　電流供給部280は、1水平期間の第1期間の間データ線D1ないしDjと接続された画素140か
ら所定の電流PCをシンクする。実際に、電流供給部280はそれぞれの画素140に流れること
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ができるマキシマム電流、すなわち画素140が最大輝度に発光される時発光素子OLEDに供
給されなければならない電流をシンクする。そして、電流供給部280は電流がシンクされ
る時に発生する所定の補償電圧を第2バッファー部260に供給する。このために、電流供給
部280はj個の電流シンク部2801ないし280jを備える。
【００７１】
　第2バッファー部260は、電流供給部280から供給される補償電圧をガンマ電圧部240に供
給する。このために、第2バッファー部260はj個の第2バッファー2601ないし260jを備える
。
【００７２】
　一方、本発明のデータ駆動回路200は、図7のようにホルディングラッチ部230の次の段
にレベルシフタ部310をさらに含むことができる。レベルシフタ部310はホルディングラッ
チ部230から供給されるデータの電圧レベルを上昇させてDAC部250に供給する。
【００７３】
　外部システムからデータ駆動回路200に高い電圧レベルを持つデータが供給されれば電
圧レベルに対応されて高い耐圧を持つ回路部品が設置されなければならないため、製造費
用が増加される。したがって、データ駆動回路200の外部では低い電圧レベルを持つデー
タを供給し、この低い電圧レベルを持つデータをレベルシフタ部310で高い電圧レベルに
昇圧させる。
【００７４】
　図8は、特定チャンネルに設置される電圧生成部、DAC、第1バッファー、第2バッファー
、スイッチング部、電流シンク部及び画素の連結関係を表す図面である。図8では説明の
便宜性のためにj番目チャンネルを図示し、データ線Djが図3に図示された画素140と接続
されると仮定する。
【００７５】
　図8を参照すれば、電圧生成部240jは複数の分圧抵抗R1ないしRlを備える。分圧抵抗R1
ないしRlは基準電源Vrefと第2バッファー260jとの間に位置されて電圧を分圧する。実際
に、分圧抵抗R1ないしRlは、基準電源Vrefと第2バッファー260jから供給される補償電圧
との間の電圧を分圧して複数の階調電圧V0ないしV2k-1を生成し、生成された階調電圧V0
ないしV2k-1をDAC250jに供給する。
【００７６】
　DAC250jは、データのビット値に応答して階調電圧V0ないしV2k-1の中のいずれか一つの
階調電圧を選択し、選択された階調電圧を第1バッファー270jに供給する。ここで、DAC25
0jから選択された階調電圧は、データ信号DSとして利用される。第1バッファー270jは、D
AC250jから供給されるデータ信号DSをスイッチング部290jに伝達する。
【００７７】
　スイッチング部290jは、第11トランジスターM11を備える。このような第11トランジス
ターM11は、図9に図示された第1制御信号CS1によって制御される。すなわち、第11トラン
ジスターM11は、1水平期間1Hの第2期間の間ターンオンされて第1期間の間ターンオフされ
る。したがって、データ信号DSは1水平期間1H中第2期間の間データ線Djに供給され、その
他の期間の間には供給されない。
【００７８】
　電流シンク部280jは、第2制御信号CS2によって制御される第12トランジスターM12及び
第13トランジスターM13と、第13トランジスターM13の第1電極に接続される電流源Imaxと
、第3ノードN3と基底電圧源GNDとの間に接続される第3キャパシタC3とを備える。
【００７９】
　第12トランジスターM12のゲート電極は、第13トランジスターM13のゲート電極に接続さ
れ、第2電極は第13トランジスターM13の第2電極とデータ線Djに接続される。そして、第1
2トランジスターM12の第1電極は第2バッファー260jに接続される。このような第12トラン
ジスターM12は、第2制御信号CS2によって1水平期間1Hの第1期間の間ターンオンされて第2
期間の間ターンオフされる。
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　第13トランジスターM13のゲート電極は、第12トランジスターM12のゲート電極に接続さ
れ、第2電極はデータ線Djに接続される。そして、第13トランジスターM13の第1電極は電
流源Imaxに接続される。このような第13トランジスターM13は、第2制御信号CS2によって1
水平期間1Hの第1期間の間ターンオンされて第2期間の間ターンオフされる。
【００８１】
　電流源Imaxは、画素140が最大輝度に発光される時発光素子OLEDに供給されなければな
らない電流を第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がターンオンされる第1
期間の間画素140から供給を受ける。
【００８２】
　第3キャパシタC3は、電流源Imaxによって画素140から電流がシンクされる時第3ノードN
3に印加される補償電圧を保存する。実際に、第3キャパシタC3は第1期間の間第3ノードN3
に印加される補償電圧を充電し、第12トランジスターM13及び第13トランジスターM13がタ
ーンオフされても第3ノードN3の補償電圧を一定に維持する。
【００８３】
　第2バッファー260jは、第3ノードN3に印加される補償電圧、すなわち、第3キャパシタC
3に充電された電圧を電圧生成部240jに供給する。すると、電圧生成部240jは基準電源Vre
fと第2バッファー260jから供給される補償電圧との間の電圧を分圧するようになる。ここ
で、第3ノードN3に印加される補償電圧は、画素140に含まれたトランジスターの移動度な
どによって画素140ごとに同一または相異なるように設定される。実際に、j個の電圧生成
部2401ないし240jにそれぞれ供給される補償電圧は現在接続された画素140によって決ま
る。
【００８４】
　一方、j個の電圧生成部2401ないし240jに互いに異なる補償電圧が供給されたらj個のチ
ャンネルごとに設置されるDAC2501ないし250jに供給される階調電圧V0ないしV2k-1の電圧
値も相異なるように設定される。ここで、階調電圧V0ないしV2k-1はそれぞれのデータ線D
1ないしDjが現在接続された画素140によって制御されるから画素140に含まれたトランジ
スターの移動度などがバラ付いても画素部130では均一な画像を表示することができる。
【００８５】
　図9は図8に図示されたスイッチング部、電流シンク部及び画素に供給される駆動波形を
表す図面である。
【００８６】
　図8及び図9を参照して画素140に供給されるデータ信号DSの電圧値を詳しく説明する。
まず、第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される。第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給され
れば第3トランジスターM3及び第5トランジスターM5がターンオンされる。すると、第2ノ
ードN2には第1電源ELVDDから第4トランジスターM4のしきい値電圧を差し引いた電圧値が
印加され、第1ノードN1には基準電源Vrefの電圧が印加される。この時、第2キャパシタC2
には第1電源ELVDDの電圧降下電圧及び第4トランジスターM4のしきい値電圧に対応される
電圧が充電される。
【００８７】
　実際に、第1ノードN1及び第2ノードN2のそれぞれに印加される電圧は数式(1)のように
表現することができる。
【００８８】
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【数１】

【００８９】
　数式(1)で、VN1は第1ノードN1に印加される電圧、VN2は第2ノードN2に印加される電圧
、VthM4は第4トランジスターM4のしきい値電圧を表す。
【００９０】
　一方、第n-1走査線Sn-1に供給される走査信号がオフされる時点と第n走査線Snで走査信
号が供給される時点との間の期間の間第1ノードN1及び第2ノードN2はフローティング状態
に設定される。したがって、第2キャパシタC2に充電される電圧値は変化されない。
【００９１】
　以後、第n走査線Snで走査信号が供給されて第1トランジスターM1及び第2トランジスタ
ーM2がターンオンされる。そして、第n走査線Snに走査信号が供給される期間中第1期間の
間第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がターンオンされる。
【００９２】
　第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がターンオンされれば第1電源ELVDD
、第4トランジスターM4、第2トランジスターM2、データ線Dj及び第13トランジスターM13
を経由して電流源Imaxに対応される電流がシンクされる。この時、第4トランジスターM4
には電流源Imaxの電流が流れるから数式(2)のように表現することができる。
【００９３】
【数２】

【００９４】
　数式(2)で、uは移動度を現わし、Coxは酸化層の容量、Wはチャンネル幅、Lはチャンネ
ルの長さを表す。数式(2)のような電流が第4トランジスターM4に流れる時第2ノードN2に
印加される電圧は数式(3)のように表現することができる。
【００９５】

【数３】

【００９６】
　そして、第2キャパシタC2のカップリングによって第1ノードN1に印加される電圧は数式
(4)のように表現することができる。
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【００９７】
【数４】

【００９８】
　ここで、第1ノードN1に印加される電圧VN1は理想的に第3ノードN3に印加される電圧VN3
及び第4ノードN4に印加される電圧VN4と同じに設定される。すなわち、電流源Imaxによっ
て電流がシンクされる時第4ノードN4には数式(4)のような電圧が印加される。一方、数式
(4)に図示されたように第3ノードN3及び第4ノードN4に印加される電圧は現在電流がシン
クされる画素140に含まれたトランジスターの移動度などの影響を受けるようになる。し
たがって、電流源Imaxによって電流がシンクされる時第3ノードN3及び第4ノードN4に印加
される電圧値は、それぞれの画素1409ごとに相異なるように決まる(移動度が異なる場合)
。
【００９９】
　一方、数式(4)によって具現された電圧が第4ノードN4に印加される時電圧生成部240jの
電圧Vdiffは数式(5)のように表現することができる。
【０１００】

【数５】

【０１０１】
　そして、DAC250jからデータに対応してf(fは自然数)個の階調電圧の中のh(hはf以下の
自然数)番目階調電圧を選択したら第1バッファー270jに供給される電圧Vbは数式(6)のよ
うに表現することができる。
【０１０２】

【数６】

【０１０３】
　一方、第1期間の間電流がシンクされて第3キャパシタC3に数式(4)のような電圧が充電
された後、第2期間の間第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がオフされ、
第11トランジスターM11がターンオンされる。この時、第3キャパシタC3は自分に充電され
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た電圧値を維持する。よって、第3ノードN3の電圧値は数式(4)のように維持することがで
きる。
【０１０４】
　そして、第2期間の間第11トランジスターM11がターンオンされるため、第1バッファー2
70jに供給された電圧は第11トランジスターM11、データ線Dj及び第1トランジスターM1を
経由して第1ノードN1に供給される。すなわち、第1ノードN1には数式(6)のような電圧が
供給される。そして、第2キャパシタC2のカップリングによって第2ノードN2に印加される
電圧は数式(7)のように表現することができる。
【０１０５】
【数７】

【０１０６】
　この時、第4トランジスターM4を経由して流れる電流は数式(8)のように表現することが
できる。
【０１０７】

【数８】

【０１０８】
　数式(8)を参照すれば、本発明において第4トランジスターM4に流れる電流は、電圧生成
部240jから生成された階調電圧によって決まる。すなわち、本発明では第4トランジスタ
ーM4のしきい値電圧、移動度などに関係なく階調電圧によって決まる電流が第4トランジ
スターM4に流れることができ、これによって均一な画像を表示することができる。
【０１０９】
　一方、本発明において、スイッチング部290jの構成は多様に設定することができる。例
えば、スイッチング部290jは図10のように第11トランジスターM11及び第14トランジスタ
ーM14がトランスミッションゲート形態で接続されることができる。
【０１１０】
　PMOSタイプに形成された第14トランジスターM14は第2制御信号CS2の供給を受け、NMOS
タイプに形成された第11トランジスターM11は第1制御信号CS1の供給を受ける。ここで、
第1制御信号CS1及び第2制御信号CS2は、互いに反対の極性を持つため、第11トランジスタ
ーM11及び第14トランジスターM14は同じ時間にターンオン及びターンオフされる。
【０１１１】



(19) JP 4794994 B2 2011.10.19

10

20

30

40

　一方、第11トランジスターM11及び第14トランジスターM14がトランスミッションゲート
形態で接続されれば電圧-電流特性曲線がおおよそ直線形態に設定されるからスイッチン
グエラーを最小化することができる。
【０１１２】
　図11は、特定チャンネルに設置される電圧生成部、DAC、第1バッファー、第2バッファ
ー、スイッチング部、電流シンク部及び画素の連結関係を表す他の例である。
【０１１３】
　図11ではデータ線Djに接続された画素140のみが変更され、その他の構造は図8と同じに
設定される。よって、画素140に供給される電圧についてのみを説明する。
【０１１４】
　図9及び図11を参照すれば、まず、第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される時第1ノー
ドN1及び第2ノードN2には数式(1)に記載された電圧が印加される。そして、第n走査線Sn
に走査信号が供給され、第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がターンオン
される第1期間の間第4トランジスターM4に流れる電流は数式(2)のように表現され、第2ノ
ードN2に印加される電圧は数式(3)のように表現される。そして、第2キャパシタC2のカッ
プリングによって第1ノードN1に印加される電圧は数式(9)のように表現することができる
。
【０１１５】
【数９】

【０１１６】
　そして、第1ノードN1に印加される電圧は第3ノードN3及び第4ノードN4に供給されるか
ら電圧生成部240jの電圧Vdiffは数式(10)のように表現することができる。
【０１１７】

【数１０】

【０１１８】
　そして、DAC250jからf個の階調電圧の中のh番目階調電圧を選択したら第1バッファー27
0jに供給される電圧Vbは数式(11)のように表現することができる。
【０１１９】
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【数１１】

【０１２０】
　第1バッファー270jに供給される電圧は第1ノードN1に供給される。この時、第2ノードN
2に印加される電圧は数式(7)のように表現することができる。したがって、第4トランジ
スターM4を経由して流れる電流は、数式(8)のように表すことができる。すなわち、本発
明で第4トランジスターM4を経由して発光素子OLEDに供給される電流は、第4トランジスタ
ーM4のしきい値電圧、移動度などと無関係に階調電圧によって決まるから均一な画像を表
示することができる。
【０１２１】
　一方、図5に図示されたような画素140は、第1ノードN1の電圧が大きく変わっても第2ノ
ードN2の電圧が鈍感に変化される(すなわち、C1+C2/C2)。したがって、図5に図示された
画素140が適用されれば図3に図示された画素140が適用される場合より電圧生成部240jの
電圧範囲を広く設定することができる。このように、電圧生成部240jの電圧範囲が広く設
定されれば第11トランジスターM11及び第1トランジスターM1などのスイッチングエラーに
よる影響を減らすことができるという長所がある。
【０１２２】
　図12は図2に図示されたデータ駆動回路の他の例を表すブロック図である。
【０１２３】
　図12を参照すれば、本発明の他の実施形態によるデータ駆動回路は、図6に比べる時第1
バッファー部270とDAC部250との間に設置される電圧供給部300をさらに備える。
【０１２４】
　電圧供給部300は、各水平期間ごとにフリーチャージング電圧Vpを第1バッファー部270
に供給する。このために、各水平期間は図14に図示されたように第0期間、第1期間及び第
2期間に分けられる。ここで、電圧供給部300は各水平期間の第0期間ごとにフリーチャー
ジング電圧Vpを第1バッファー部270に供給する。すなわち、電圧供給部300は所定の電流P
Cがシンクされる以前にフリーチャージング電圧を供給し、これによって所定の電流PCが
シンクされる時間を短縮することができる。
【０１２５】
　一方、電圧供給部300は各水平期間の第2期間中DAC部250と第1バッファー部270とを電気
的に接続させる。このために、電圧供給部300はj個のフリーチャージング部3001ないし30
0jを備える。
【０１２６】
　第1バッファー部270は、フリーチャージング部3001ないし300jから供給されるフリーチ
ャージング電圧及びDAC部250から供給されるデータ信号DSを選択部290jに供給する。
【０１２７】
　選択部290は、データ線D1ないしDjと第1バッファー2701ないし270jとの電気的連結を制
御する。実際に、選択部290はフリーチャージング電圧Vpが供給される第0期間及びデータ
信号DSが供給される第2期間の間第1バッファー2701ないし270jとデータ線D1ないしDjとを
接続させ、その外には第1バッファー2701ないし270jとデータ線D1ないしDjとを接続させ
ない。
【０１２８】
　図13は図12に図示されたデータ駆動回路の特定チャンネルに設置される電圧生成部、DA
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C、フリーチャージング部、第1バッファー、第2バッファー、スイッチング部、電流シン
ク部及び画素の連結関係を表す図面である。
【０１２９】
　図13を参照すれば、電圧生成部240jは複数の分圧抵抗R1ないしRlを備える。分圧抵抗R1
ないしRlは基準電源Vrefと第2バッファー260jとの間に位置されて電圧を分圧する。実際
に、分圧抵抗R1ないしRlは基準電源Vrefと第2バッファー260jから供給される補償電圧と
の間の電圧を分圧して複数の階調電圧V0ないしV2k-1を生成し、生成された階調電圧V0な
いしV2k-1をDAC250jに供給する。
【０１３０】
　DAC250jは、データのビット値に対応して階調電圧V0ないしV2k-1の中のいずれか一つの
階調電圧を選択し、選択された階調電圧をフリーチャージング部300jに供給する。ここで
、DAC250jから選択された階調電圧はデータ信号DSとして利用される。
【０１３１】
　フリーチャージング部300jは、第14トランジスターM14及び第15トランジスターM15を備
える。第14トランジスターM14は、DAC250jと第1バッファー270jとの間に設置されて図14
に図示された第3制御信号CS3によって制御される。すなわち、第14トランジスターM14は
水平期間の第2期間にターンオンされてDAC250jから供給されるデータ信号DSを第1バッフ
ァー270jに供給する。
【０１３２】
　第15トランジスターM15は、フリーチャージング電圧源Vpと第1バッファー270jとの間に
設置されて第4制御信号CS4によって制御される。すなわち、第15トランジスターM15は水
平期間の第0期間にターンオンされてフリーチャージング電圧Vpを第1バッファー270jに供
給する。
【０１３３】
　第1バッファー270jは、フリーチャージング部300jから供給されるフリーチャージング
電圧Vp及びデータ信号DSをスイッチング部290jに伝達する。
【０１３４】
　スイッチング部290jは、第11トランジスターM11を備える。このような第11トランジス
ターM11は第1制御信号CS1によって制御される。すなわち、第11トランジスターM11は水平
期間の第0期間及び第2期間にターンオンされてフリーチャージング電圧Vp及びデータ信号
DSをデータ線Djに供給する。
【０１３５】
　電流シンク部280jは、第2制御信号CS2によって制御される第12トランジスターM12及び
第13トランジスターM13と、第13トランジスターM13の第1電極に接続される電流源Imaxと
、第3ノードN3と基底電圧源GNDとの間に接続される第3キャパシタC3とを備える。
【０１３６】
　第12トランジスターM12のゲート電極は、第13トランジスターM13のゲート電極に接続さ
れ、第2電極は第13トランジスターM13の第2電極とデータ線Djに接続される。そして、第1
2トランジスターM12の第1電極は第2バッファー260jに接続される。このような第12トラン
ジスターM12は第2制御信号CS2によって水平期間の第1期間の間ターンオンされる。
【０１３７】
　第13トランジスターM13のゲート電極は、第12トランジスターM12のゲート電極に接続さ
れ、第2電極はデータ線Djに接続される。そして、第13トランジスターM13の第1電極は電
流源Imaxに接続される。このような第13トランジスターM13は第2制御信号CS2によって1水
平期間1Hの第1期間の間ターンオンされる。
【０１３８】
　電流源Imaxは、画素140が最大輝度に発光される時発光素子OLEDに供給されなければな
らない電流を第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がターンオンされる第2
期間の間画素140から供給を受ける。
【０１３９】
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　第3キャパシタC3は、電流源Imaxによって画素140から電流がシンクされる時第3ノードN
3に印加される補償電圧を保存する。実際に、第3キャパシタC3は第2期間の間第3ノードN3
に印加される補償電圧を充電し、第12トランジスターM13及び第13トランジスターM13がタ
ーンオフされても第3ノードN3の補償電圧を一定に維持する。
【０１４０】
　第2バッファー260jは、第3ノードN3に印加される補償電圧、すなわち、第3キャパシタC
3に充電された電圧を電圧生成部240jに供給する。すると、電圧生成部240jは基準電源Vre
fと第2バッファー260jから供給される補償電圧との間の電圧を分圧するようになる。ここ
で、第3ノードN3に印加される補償電圧は画素140に含まれたトランジスターの移動度など
によって画素140ごとに同一または相異なるように設定される。実際に、j個の電圧生成部
2401ないし240jにそれぞれ供給される補償電圧は現在接続された画素140によって決まる
。
【０１４１】
　一方、j個の電圧生成部2401ないし240jで互いに異なる補償電圧が供給されたらj個のチ
ャンネルごとに設置されるDAC2501ないし250jに供給される階調電圧V0ないしV2k-1の電圧
値も相異なるように設定される。ここで、階調電圧V0ないしV2k-1はそれぞれのデータ線D
1ないしDjが現在接続された画素140によって制御されるから画素140に含まれたトランジ
スターの移動度などがバラ付いても画素部130では均一な画像を表示することができる。
【０１４２】
　図14は、図13に図示されたスイッチング部、電流シンク部、フリーチャージング部及び
画素に供給される駆動波形を表す図面である。
【０１４３】
　図13及び図14を参照して画素140に供給されるデータ信号DSの電圧値を詳しく説明する
。まず、第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給される。第n-1走査線Sn-1に走査信号が供給さ
れれば第3トランジスターM3及び第5トランジスターM5がターンオンされる。すると、第2
ノードN2には第1電源ELVDDで第4トランジスターM4のしきい値電圧を差し引いた電圧値が
印加され、第1ノードN1には基準電源Vrefの電圧が印加される。この時、第2キャパシタC2
には第1電源ELVDDの電圧降下電圧及び第4トランジスターM4のしきい値電圧に対応される
電圧が充電される。
【０１４４】
　実際に、第1ノードN1及び第2ノードN2のそれぞれに印加される電圧は数式(1)のように
表現することができる。
【０１４５】
　一方、第n-1走査線Sn-1に供給される走査信号がオフされる時点と第n走査線Snに走査信
号が供給される時点との間の期間の間第1ノードN1及び第2ノードN2はフローティング状態
に設定される。したがって、第2キャパシタC2に充電される電圧値は変化されない。
【０１４６】
　以後、第n走査線Snに走査信号が供給されて第1トランジスターM1及び第2トランジスタ
ーM2がターンオンされる。そして、第n走査線Snに走査信号が供給される期間の中で第0期
間の間第15トランジスターM15及び第11トランジスターM11がターンオンされる。
【０１４７】
　第15トランジスターM15及び第11トランジスターM11がターンオンされればフリーチャー
ジング電圧Vpが第15トランジスターM15、第1バッファー270j、第11トランジスターM11、
データ線Dj及び第1トランジスターM1を経由して第1ノードN1に供給される。この時、第1
キャパシタC1にはフリーチャージング電圧Vpに対応する電圧が充電される。ここで、フリ
ーチャージング電圧Vpの電圧値は電流源Imaxの電流値に対応されて決まる。
【０１４８】
　実際に、第4トランジスターM4から電流源Imaxに対応する電圧が流れるようにフリーチ
ャージング電圧Vpの電圧値が設定される。つまり、フリーチャージング電圧Vpの電圧値は
第4トランジスターM4から画素140が最大輝度に発光される時の電流が流れるように設定さ
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れる。
【０１４９】
　以後、水平期間の第1期間の間第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がタ
ーンオンされる。第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がターンオンされれ
ば第1電源ELVDD、第4トランジスターM4、第2トランジスターM2、データ線Dj及び第13トラ
ンジスターM13を経由して電流源Imaxに対応される電流がシンクされる。
【０１５０】
　この時、第4トランジスターM4には電流源Imaxの電流が流れるから数式(2)のように表現
することができる。数式(2)のような電流が第4トランジスターM4に流れる時第2ノードN2
に印加される電圧は数式(3)のように表現することができる。そして、第2キャパシタC2の
カップリングによって第1ノードN1に印加される電圧は数式(4)のように表現することがで
きる。
【０１５１】
　ここで、第1ノードN1に印加される電圧VN1は理想的に第3ノードN3に印加される電圧VN3
及び第4ノードN4に印加される電圧VN4と同じに設定される。すなわち、電流源Imaxによっ
て電流がシンクされる時第4ノードN4には数式(4)のような電圧が印加される。
【０１５２】
　一方、第0期間の間フリーチャージング電圧Vpによって第1キャパシタC1に所定の電圧が
充電されたので、第4ノードN4に数式(4)のような電圧が印加される時間を最小化すること
ができる。
【０１５３】
　そして、数式(4)に図示されたように第3ノードN3及び第4ノードN4に印加される電圧は
現在電流がシンクされる画素140に含まれたトランジスターの移動度などの影響を受ける
ようになる。したがって、電流源Imaxによって電流がシンクされる時第3ノードN3及び第4
ノードN4に印加される電圧値はそれぞれの画素1409ごとに相異なるように決まる(移動度
が相異なっている場合)。
【０１５４】
　一方、数式(4)によって具現された電圧が第4ノードN4に印加される時電圧生成部240jの
電圧Vdiffは数式(5)のように表現することができる。そして、DAC250jからデータに対応
してf(fは自然数)個の階調電圧の中のh(hはf以下の自然数)番目階調電圧を選択したら第1
バッファー270jに供給される電圧Vbは数式(6)のように表現することができる。
【０１５５】
　一方、第1期間の間電流がシンクされて第3キャパシタC3に数式(4)のような電圧が充電
された後、第3期間の間第12トランジスターM12及び第13トランジスターM13がオフされ、
第14トランジスターM14及び第11トランジスターM11がターンオンされる。この時、第3キ
ャパシタC3は自分に充電された電圧値を維持する。したがって、第3ノードN3の電圧値は
数式(4)のように維持することができる。
【０１５６】
　水平期間の第2期間の間第14トランジスターM14及び第11トランジスターM11がターンオ
ンされれば、DAC250jから選択されたデータ信号が第1バッファー270j、データ線Dj及び第
1トランジスターM1を経由して第1ノードN1に供給される。すなわち、第1ノードN1には数
式(6)のような電圧が供給される。そして、第2キャパシタC2のカップリングによって第2
ノードN2に印加される電圧は数式(7)のように表現することができる。この時、第4トラン
ジスターM4を経由して流れる電流は数式(8)のように表すことができる。
【０１５７】
　数式(8)を参照すれば、本発明において第4トランジスターM4に流れる電流は、電圧生成
部240jから生成された階調電圧によって決まる。すなわち、本発明では第4トランジスタ
ーM4のしきい値電圧、移動度などに無関係に階調電圧によって決まる電流が第4トランジ
スターM4に流れることができ、これによって均一な画像を表示することができる。そして
、本発明では第0期間の間フリーチャージング電圧Vpを画素140に供給するから電流がシン
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【０１５８】
　本発明は添付された図面に図示された実施形態を参照して説明されたが、これは例示的
なものに過ぎず、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、多様な変形及び
均等な他の実施形態が可能であるということを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１５９】
【図１】従来の発光表示装置を表す図面である。
【図２】本発明の実施形態による発光表示装置を表す図面である。
【図３】図2に図示された画素の一例を表す回路図である。
【図４】図3に図示された画素の駆動方法を表す波形図である。
【図５】図2に図示された画素の他の例を表す回路図である。
【図６】図2に図示されたデータ駆動回路の一例を表すブロック図である。
【図７】図2に図示されたデータ駆動回路の他の例を表すブロック図である。
【図８】電圧生成部、デジタル-アナログ変換器、第1バッファー、第2バッファー、スイ
ッチング部、電流シンク部及び画素の連結関係の一例を表す図面である。
【図９】図8に図示された画素、スイッチング部及び電流シンク部の駆動方法を表す波形
図である。
【図１０】図8に図示されたスイッチング部の他の例を表す図面である。
【図１１】電圧生成部、デジタル-アナログ変換器、第1バッファー、第2バッファー、ス
イッチング部、電流シンク部及び画素の連結関係の他の例を表す図面である。
【図１２】図2に図示されたデータ駆動回路のまた他の例を表すブロック図である。
【図１３】図12に図示された電圧生成部、デジタル-アナログ変換器、第1バッファー、第
2バッファー、スイッチング部、電流シンク部及び画素の連結関係を表す図面である。
【図１４】図13に図示された電圧生成部、スイッチング部及び電流シンク部の駆動方法を
表す波形図である。
【符号の説明】
【０１６０】
　110；走査駆動部
　120；データ駆動部
　130；画素部
　140；画素
　142；画素回路
　150；タイミング制御部
　200；データ駆動回路
　210；シフトレジスター部
　220；サンプリングラッチ部
　230；ホルディングラッチ部
　240；ガンマ電圧部
　250；デジタル-アナログ変換部
　260、270；バファー部
　280；電流供給部
　290；選択部
　300；レベルシフタ部
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要解决的问题：提供能够显示具有均匀亮度的图像的数据驱动器，使用
该数据驱动器的有机发光显示装置及其驱动方法。解决方案：数据驱动
器包括：多个电流吸收单元，用于控制流过数据线的预定电流;多个电压
发生器，用于利用当预定电流流动时产生的补偿电压复位灰度电压值;多
个数模转换器，用于响应于从外部提供的数据的比特值，选择灰度电压
中的一个灰度电压作为数据信号;多个开关单元，用于将数据信号提供给
数据线。 Ž


